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	熱ショックタンパク質（HSP）27は、様々な細胞種および組織において、異なるレベルで恒常的に発現する低分子HSPの1つです。他の低分子HSPと同様に、HSP27は転写レベルと翻訳後レベルの両方で制御されています。ストレスに応答して、HSP27の発現は数倍に増加し、有害な環境変化に対する細胞抵抗性を付与します。HSP27は、p38 MAPキナーゼ経路の活性化の結果、MAPKAPK-2によってSer15、Ser78、およびSer82がリン酸化されます。
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	Hsp27 抗体を使用したマウス筋肉、マウス心臓溶解物中の Hsp27 のウエスタンブロット分析。
	

	Hsp27 抗体を使用した K562 溶解物中の Hsp27 のウエスタン ブロット分析。
	

	Hsp27抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

